




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































BE, January 2020, N
o.225, p.05
。
稲
垣
栄
洋
（
二
〇
一
九
）「
餌
に
た
ど
り
つ
く
ま
で
の
長
い
危
険
な
道
の
り
」「
卵
を
産
め
な
く
な
っ
た
女
王
ア
リ
の
最
期
」『
生
き
物
の
死
に
ざ
ま
』
草
思
社
、
一
〇
九
〜
一
一
五
頁
、
一
一
六
〜
一
二
一
頁
所
収
。
丸
山
宗
利
（
二
〇
一
四
）『
昆
虫
は
す
ご
い
』
光
文
社
新
書
。
村
上
貴
弘
（
二
〇
二
〇
）『
ア
リ
語
で
寝
言
を
言
い
ま
し
た
』
扶
桑
社
新
書
。
二
．
庭
木
た
ち
―
　
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
挟
ん
で
両
隣
の
庭
に
木
々
が
植
わ
っ
て
い
る
。
塀
の
近
く
の
右
に
い
る
五ご
葉よう
松まつ
の
枝
は
伸
び
放
題
、
左
に
い
る
オ
ン
コ
（
イ
チ
イ
）
は
円えん
錐すい
の
ご
と
く
綺き
麗れい
に
剪せん
定てい
さ
れ
て
い
る
。
「
松
さ
ん
。
こ
ん
に
ち
は
」
「
や
ぁ
、
オ
ン
コ
君
、
こ
ん
に
ち
は
」
「
こ
れ
ま
で
、
仲
良
く
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
「
ん
ん
っ
？
　
ど
う
か
し
た
の
？
　
な
ん
か
、
し
ん
み
り
し
ち
ゃ
っ
て
ぇ
」
「
実
は
〜
、
も
う
少
し
す
る
と
、
僕
は
死
ん
じ
ゃ
う
ん
だ
よ
」
「
え
ー
っ
!?
　
冗
談
は
や
め
て
よ
ー
」
「
冗
談
じ
ゃ
あ
な
い
よ
。
本
当
だ
よ
」
「
ど
う
し
て
さ
あ
!?
　
元
気
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
？
」
「
外
見
は
ね
」
環境の寓話　　蟻ンコ／庭木たち
（
八
）
― 52 ―
「
緑
色
の
葉
っ
ぱ
の
ツ
ヤ
も
い
い
し
。
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
よ
。
害
虫
に
ど
こ
か
を
齧かじ
ら
れ
た
の
？
」
「
い
い
や
。
で
も
〜
、
心
は
ず
た
ず
た
に
切
り
裂
か
れ
て
い
る
け
ど
ね
」
「
ど
う
し
た
の
？
　
ど
ん
な
事
情
が
あ
る
の
？
　
教
え
て
よ
」
「
う
ん
。
こ
の
家
の
老
夫
婦
が
亡
く
な
っ
て
、
近
所
に
住
ん
で
い
る
息
子
が
こ
の
土
地
を
不
動
産
屋
へ
売
る
そ
う
な
ん
だ
」
「
え
っ
？
　
君
の
ご
主
人
、
亡
く
な
っ
た
の
？
」
「
う
ん
。
亡
く
な
っ
た
。
ご
夫
婦
と
も
」
「
そ
っ
か
ぁ
。
お
爺
さ
ん
は
春
に
な
る
と
、
脚
立
を
立
て
て
、
君
に
よ
く
鋏はさみを
入
れ
て
い
た
よ
ね
。
き
れ
い
に
散
髪
を
し
て
も
ら
っ
て
ぇ
、
僕
は
そ
ん
な
君
が
ち
ょ
っ
と
羨うらやま
し
か
っ
た
ん
だ
け
ど
な
ぁ
」
「
う
ん
。
で
も
、
も
う
散
髪
も
し
て
も
ら
え
な
い
し
…
…
。
松
さ
ん
と
は
、
二
十
五
年
く
ら
い
の
付
き
合
い
だ
っ
た
」
「
あ
〜
ぁ
。
も
う
、
そ
ん
な
に
な
る
か
ぁ
」
「
そ
う
だ
よ
。
僕
は
、
ち
っ
ち
ゃ
な
苗
の
と
き
に
、
こ
こ
に
植
え
ら
れ
て
か
ら
こ
の
塀
の
向
こ
う
に
は
ど
ん
な
友
達
が
住
ん
で
い
る
の
か
な
っ
て
、
ず
〜
〜
〜
っ
と
想
像
し
て
い
た
も
の
。
毎
日
、
首
を
伸
ば
し
て
、
伸
ば
し
て
、
十
年
か
け
て
、
よ
う
や
く
松
さ
ん
の
い
る
庭
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
く
ら
い
に
ま
で
大
き
く
な
っ
た
ん
だ
よ
」
「
そ
う
そ
う
。
塀
も
あ
る
し
、
こ
っ
ち
の
土
地
が
ち
ょ
っ
と
だ
け
高
い
か
ら
ね
。
僕
も
、
君
が
一
生
懸
命
、
背
伸
び
を
し
て
い
る
姿
を
想
像
し
て
い
た
ん
だ
よ
。
君
の
頭
の
て
っ
ぺ
ん
が
、
ち
ょ
こ
っ
と
見
え
た
と
き
は
僕
も
感
動
し
ち
ゃ
っ
た
よ
。
よ
く
、
頑
張
っ
た
な
ー
っ
て
」
「
あ
り
が
と
う
。
お
互
い
に
顔
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
よ
く
話
を
し
た
よ
ね
」
「
し
た
し
た
」
「
僕
の
お
爺
さ
ん
は
几
帳
面
で
よ
く
手
入
れ
を
し
て
く
れ
た
け
ど
、
松
さ
ん
の
ご
主
人
は
自
由
気
ま
ま
に
生
き
る
こ
と
を
尊
重
し
て
く
れ
て
、
枝
な
ん
て
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
と
伸
び
放
題
だ
よ
ね
」
「
う
ん
。
自
由
だ
よ
。
好
き
な
だ
け
伸
び
て
い
る
。
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
よ
」
「
何
年
か
前
に
は
、
枝
に
山
鳩
が
巣
を
作
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
し
。
ク
ー
ク
ー
っ
て
鳴
い
て
」
「
あ
っ
た
あ
っ
た
。
雛
を
ど
こ
か
の
ご
ろ
つ
き
猫
に
食
べ
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
、
心
配
し
た
よ
ね
」
「
し
た
し
た
」
「
で
も
、
猫
に
狙
わ
れ
な
い
よ
う
、
ご
主
人
が
巣
を
上
手
に
枝
で
隠
し
て
く
れ
て
ぇ
、
無
事
に
巣
立
っ
た
ん
だ
」
「
あ
れ
に
は
感
激
し
た
よ
。
思
わ
ず
、
も
ら
い
泣
き
し
た
よ
ね
ぇ
」
「
し
た
し
た
。
野の
放ほう
図ず
な
よ
う
で
、
僕
の
ご
主
人
は
心
根
の
優
し
い
方
だ
か
ら
、
庭
に
生
え
る
草
た
ち
の
こ
と
は
雑
草
な
ん
て
呼
ば
な
い
よ
」
「
な
ん
て
呼
ぶ
の
？
」
「
う
ん
。
庭
草
だ
よ
。
自
分
の
庭
に
芽
を
出
し
て
く
れ
た
も
の
は
み
ん
な
貴
い
も
の
だ
か
ら
雑
な
ん
て
言
葉
は
使
わ
な
い
の
さ
。
も
と
も
と
雑
草
な
ん
て
名
前
の
草
は
な
い
か
ら
」
「
な
る
ほ
ど
ぉ
。
な
い
よ
ね
。
優
し
い
ね
ぇ
」
「
う
ん
。
だ
か
ら
草
だ
っ
て
、
簡
単
に
は
抜
か
な
い
ん
だ
よ
」
「
へ
〜
〜
、
そ
う
な
ん
だ
ぁ
」
「
だ
っ
て
、
ど
ん
な
草
も
小
さ
な
虫
た
ち
の
塒ねぐらだ
か
ら
さ
。
秋
に
な
る
と
、
そ
の
中
で
コ
オ
ロ
ギ
や
キ
リ
ギ
リ
ス
た
ち
が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
よ
う
に
音
を
奏
で
る
だ
ろ
。
ご
主
人
は
、
そ
れ
を
聴
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
か
ら
ね
。
決
し
て
、
抜
か
な
い
し
、
除
草
剤
な
ん
て
絶
対
に
撒ま
か
な
い
」
「
優
し
い
ん
だ
も
の
ね
ぇ
。
あ
っ
。
雀すずめた
ち
だ
ね
。
チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
と
鳴
い
て
、
（
九
）
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今
日
も
元
気
だ
ね
」
「
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
枝
で
挨
拶
を
し
て
い
る
ん
だ
。『
元
気
か
い
？
　
わ
〜
い
、
わ
〜
〜
い
。
な
に
を
し
て
遊
ぼ
う
か
ぁ
？
』
っ
て
」
「
そ
う
だ
ろ
う
ね
。
可
愛
い
声
だ
よ
ね
。
心
が
和
む
よ
。
…
…
他
の
モ
ミ
ジ
も
、
ラ
イ
ラ
ッ
ク
も
元
気
そ
う
だ
ね
」
「
う
ん
。
み
ん
な
元
気
、
元
気
。
ち
ょ
っ
と
離
れ
て
い
て
、
こ
こ
か
ら
じ
ゃ
話
は
で
き
な
い
け
ど
ね
。
あ
の
笑
顔
は
最
高
さ
。
そ
ら
、
噂
を
し
た
か
ら
、
モ
ミ
ジ
と
ラ
イ
ラ
ッ
ク
が
大
き
く
揺
れ
た
よ
。
ク
シ
ャ
ミ
を
し
た
ん
だ
」
「
あ
〜
ぁ
。
ラ
イ
ラ
ッ
ク
の
薄
紅
色
の
花
を
見
る
の
も
今
年
が
最
後
だ
」
「
え
っ
？
　
ど
う
か
し
た
の
？
」
「
だ
か
ら
〜
、
こ
の
土
地
を
売
る
た
め
に
、
更
地
に
す
る
そ
う
で
ぇ
。
花
も
庭
木
た
ち
も
み
ん
な
抜
か
れ
ち
ゃ
う
の
さ
。
殺
さ
れ
て
し
ま
う
っ
て
わ
け
！
」
「
殺
さ
れ
る
っ
て
!!
」
「
そ
う
、
殺
さ
れ
る
の
」
「
…
…
??
」
「
人
間
は
、
な
ぜ
こ
う
も
身
勝
手
な
ん
だ
ろ
う
ね
？
　
だ
っ
て
、
そ
う
だ
ろ
？
　
僕
た
ち
を
必
要
と
し
て
、
植
え
た
く
せ
に
、
要
ら
な
い
と
な
る
と
、
根
こ
そ
ぎ
抜
い
て
し
ま
う
ん
だ
ぜ
。
小
さ
な
産
毛
み
た
い
な
根
ま
で
抜
く
そ
う
だ
よ
。
二
度
と
芽
が
出
て
こ
な
い
よ
う
に
」
「
そ
っ
そ
れ
じ
ゃ
、
僕
も
死
ん
じ
ゃ
う
よ
。
だ
っ
て
、
僕
た
ち
は
群
れ
て
、
助
け
合
っ
て
生
き
て
い
る
よ
ね
。
近
く
に
あ
る
仲
間
の
根
か
ら
糖
分
を
分
け
合
う
こ
と
だ
っ
て
あ
る
じ
ゃ
な
い
」
「
そ
う
だ
ね
。
一
本
だ
け
植
わ
っ
て
い
て
も
他
に
頼
る
仲
間
が
い
な
い
と
、
長
く
生
き
ら
れ
な
い
」
「
そ
っ
か
ぁ
。
ど
ん
な
物
に
も
命
が
宿
っ
て
い
る
の
に
…
…
。
僕
た
ち
の
命
も
人
間
の
命
も
尊
さ
は
同
じ
な
の
に
…
…
」
「
う
ん
。
み
ん
な
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、
生
き
る
権
利
、
生
命
権
を
持
っ
て
い
る
の
に
ね
」
「
生
命
権
？
　
そ
う
、
そ
う
だ
よ
！
　
生
命
権
だ
よ
！
」
「
だ
ろ
」
「
君
が
抜
か
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
、も
し
本
当
な
ら
僕
も
ま
っ
た
く
そ
う
思
う
よ
。
人
間
は
自
分
勝
手
だ
っ
て
。
自
分
勝
手
っ
て
言
え
ば
、
こ
の
塀
だ
っ
て
、
僕
の
ご
主
人
が
住
む
前
に
造
ら
れ
て
ぇ
、
君
が
来
る
は
る
か
前
だ
よ
」
「
じ
ゃ
ま
だ
よ
ね
〜
」
「
そ
う
、
じ
ゃ
ま
。
僕
た
ち
の
葉
っ
ぱ
が
お
互
い
の
庭
に
落
ち
る
の
を
嫌
っ
て
、
両
家
で
費
用
を
折
半
し
て
造
っ
た
ん
だ
」
「
へ
〜
っ
。
そ
う
だ
っ
た
の
。
塀
を
造
る
か
ら
、
も
っ
と
高
く
て
強
固
な
壁
が
心
に
造
ら
れ
ち
ゃ
う
ん
だ
よ
〜
」
「
そ
う
さ
あ
。
そ
の
と
お
り
だ
よ
。
…
…
あ
ぁ
、
話
が
そ
れ
ち
ゃ
っ
て
ご
め
ん
。
更
地
に
す
る
な
ん
て
…
…
今
は
、
僕
た
ち
を
抜
く
ん
じ
ゃ
な
く
て
ぇ
、
も
っ
と
も
っ
と
植
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
時
代
に
な
っ
ち
ゃ
て
る
の
に
。
人
間
は
…
…
」
「
そ
う
そ
う
、
そ
う
だ
よ
。
僕
た
ち
は
人
間
が
出
す
Ｃ
Ｏ
２
を
吸
っ
て
、
き
れ
い
な
空
気
に
変
え
て
あ
げ
て
い
る
の
に
ね
」
「
僕
た
ち
の
葉
っ
ぱ
は
、
い
う
な
れ
ば
天
然
の
空
気
清
浄
機
だ
よ
」
「
そ
の
と
お
り
。
秋
に
な
る
と
赤
や
黄
色
に
色
づ
い
て
、
落
ち
た
葉
っ
ぱ
は
汚
い
空
気
を
吸
っ
た
仲
間
た
ち
の
亡なき
骸がら
だ
よ
ね
。
で
も
人
間
は
紅こう
葉よう
が
き
れ
い
だ
な
ん
て
、
勝
手
な
こ
と
言
っ
て
さ
。
何
も
解
っ
ち
ゃ
い
な
い
」
「
地
球
の
温
暖
化
を
抑
止
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
盛
ん
に
言
っ
て
い
る
く
せ
に
、
僕
た
ち
を
増
や
す
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
伐
っ
て
、
抜
い
て
減
ら
し
て
い
る
。
人
間
は
自
分
で
自
分
の
首
を
絞
め
て
い
る
こ
と
に
、ま
だ
気
づ
い
て
い
な
い
よ
う
だ
」
「
違
う
よ
。
と
っ
く
に
気
づ
い
て
い
る
の
さ
。
気
づ
い
て
い
て
も
個
人
個
人
が
自
分
の
問
題
と
し
て
受
け
止
め
て
い
な
い
の
さ
。
自
然
な
ん
て
放
っ
て
お
い
て
も
、
環境の寓話　　蟻ンコ／庭木たち
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な
ん
と
か
な
る
だ
ろ
う
っ
て
」
「
う
〜
ん
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
単
な
る
傲ごう
慢まん
だ
よ
」
「
ご
め
ん
。
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
る
人
間
が
少
な
い
っ
て
こ
と
を
言
い
た
か
っ
た
ん
だ
」
「
そ
う
だ
よ
ね
ー
。
少
な
す
ぎ
る
ん
だ
よ
ー
。
人
間
も
自
然
の
中
の
小
さ
な
生
き
物
な
の
に
ね
。
自
然
に
は
ど
う
し
た
っ
て
敵かな
い
っ
こ
な
い
の
に
…
…
」
「
そ
う
そ
う
。
人
間
は
カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
な
い
と
春
な
の
か
、
夏
な
の
か
、
解
ら
な
い
み
た
い
だ
け
ど
、
僕
た
ち
は
簡
単
に
解
る
よ
ね
」
「
う
ん
。
時
間
だ
っ
て
、
そ
う
さ
。
人
間
は
時
計
を
見
な
い
と
解
ら
な
い
け
ど
、
僕
た
ち
は
朝
か
昼
か
夕
方
か
な
ん
て
、
わ
け
な
く
解
る
よ
ね
」
「
解
る
解
る
」
「
人
間
は
自
然
を
壊
し
て
生
活
を
便
利
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
っ
て
い
る
よ
う
だ
け
ど
ね
ぇ
」
「
逆
だ
よ
ね
。
生
活
が
多
少
不
便
に
な
っ
て
も
自
然
を
重
視
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
状
況
だ
よ
。
未
来
の
人
間
た
ち
に
こ
の
き
れ
い
な
空
気
を
残
し
て
い
か
な
き
ゃ
ね
ぇ
。
ほ
ん
と
呆
れ
て
モ
ノ
も
言
え
な
い
よ
ぉ
」
「
ま
っ
た
く
同
感
だ
よ
」
「
そ
れ
に
さ
あ
、
人
間
は
自
然
と
の
共
生
と
い
う
言
葉
を
使
い
た
が
る
よ
ね
」
「
う
ん
。
で
も
、
本
来
の
意
味
を
は
き
違
え
て
い
る
。
ど
う
や
ら
人
間
は
自
然
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
多
少
の
余
裕
が
あ
る
か
ら
、
自
然
を
守
っ
て
や
る
と
い
う
意
味
で
使
っ
て
い
る
も
の
。『
地
球
に
や
さ
し
い
』
と
か
『
緑
豊
か
な
環
境
を
』
と
い
う
決
ま
り
文
句
を
聞
く
た
び
に
そ
う
思
う
よ
」
「
そ
の
と
お
り
。
人
間
は
僕
た
ち
自
然
か
ら
多
く
の
利
益
を
受
け
取
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
僕
た
ち
は
人
間
か
ら
何
も
利
益
を
受
け
て
い
な
い
。
僕
た
ち
は
使
わ
れ
て
、
壊
さ
れ
る
ば
か
り
さ
。
こ
れ
は
共
生
じ
ゃ
な
い
」
「
自
然
に
手
を
つ
け
な
い
で
、
踏
み
込
ま
な
い
で
、
放
っ
て
お
い
て
も
ら
え
る
の
が
一
番
い
い
ん
だ
け
ど
ね
」
「
繰
り
返
す
け
ど
、
人
間
も
自
然
の
一
部
だ
の
に
ね
」
「
い
つ
の
間
に
か
人
間
は
自
分
た
ち
を
自
然
の
外
側
に
い
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
き
た
」
「
そ
れ
で
、
自
然
と
距
離
を
と
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
し
て
き
た
」
「
自
然
災
害
が
発
生
す
る
と
『
想
定
外
』
と
い
う
表
現
が
よ
く
使
わ
れ
た
よ
ね
」
「
津
波
や
暴
風
雨
雪
ね
」
「
自
然
を
思
い
通
り
に
で
き
る
と
い
う
前
提
で
行
動
し
て
い
た
か
ら
だ
よ
」
「
あ
ー
ぁ
。
こ
ん
な
愚
痴
を
こ
ぼ
し
て
い
て
も
、
も
う
す
ぐ
根
っ
こ
か
ら
抜
か
れ
て
し
ま
う
ん
だ
ぁ
。
松
さ
ん
と
は
朽
ち
果
て
る
ま
で
友
達
で
い
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
た
の
に
…
…
あ
り
が
と
う
。
感
謝
す
る
よ
。
い
い
人
生
だ
っ
た
」
「
で
も
、抜
か
れ
て
も
、ま
た
ど
こ
か
の
庭
に
植
え
て
も
ら
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」
「（
怒
気
）
だ
め
さ
ー
??
　
燃
や
さ
れ
る
ん
だ
よ
！
　
ゴ
ミ
と
一
緒
に
…
…
。
高
温
で
ボ
ゥ
ー
、
ボ
ゥ
ー
っ
て
」
「
え
ー
っ
？
　
そ
ん
な
こ
と
な
い
だ
ろ
。
君
は
枝
ぶ
り
も
き
れ
い
だ
か
ら
、
き
っ
と
ど
こ
か
の
誰
か
が
…
…
。
ね
ぇ
、
畑
の
横
を
見
て
ご
ら
ん
。
白
と
赤
の
ツ
ツ
ジ
が
い
る
だ
ろ
。
あ
の
木
た
ち
は
、僕
の
ご
主
人
が
こ
こ
に
住
み
は
じ
め
た
と
き
に
、
裏
の
ご
夫
婦
か
ら
い
た
だ
い
て
移
植
さ
れ
た
木
た
ち
だ
よ
。
毎
年
、
雪
囲
い
を
し
て
も
ら
っ
て
、
大
事
に
育
て
て
く
れ
た
か
ら
あ
ん
な
に
大
き
く
な
っ
た
。
道
路
側
に
も
、
ボ
ケ
が
あ
る
だ
ろ
。
あ
の
木
な
ん
て
、
家
の
西
側
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
下
に
あ
っ
て
、日
陰
物
だ
っ
た
ん
だ
。
そ
れ
を
ご
主
人
が
今
の
場
所
に
移
植
し
た
ん
だ
。
伸
び
伸
び
と
大
き
く
育
っ
て
い
る
だ
ろ
」
「
う
ん
。
僕
よ
り
も
大
き
い
ね
」
「
だ
ろ
〜
。
あ
の
場
所
に
来
て
か
ら
、
ぐ
〜
〜
ん
、
と
伸
び
た
か
ら
」
「
松
さ
ん
の
ご
主
人
は
と
っ
て
も
優
し
い
ん
だ
も
の
ね
」
「
そ
う
、
と
っ
て
も
と
っ
て
も
優
し
い
よ
。
ご
主
人
は
自
分
に
は
関
係
が
な
い
と
（
一
一
）
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思
わ
れ
る
よ
う
な
不
幸
な
出
来
事
に
対
し
て
も
責
任
を
感
じ
る
方
だ
よ
。
み
ん
な
つ
な
が
っ
て
い
る
、
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
ん
だ
。
…
…
だ
か
ら
ね
、
こ
の
庭
に
い
る
僕
を
含
め
て
、
他
の
木
た
ち
も
ご
主
人
の
前
の
住
人
が
育
て
て
く
れ
た
も
の
を
そ
っ
く
り
残
し
て
く
れ
た
の
さ
。
家
を
新
築
し
た
と
き
だ
っ
て
、
伐
ら
れ
た
り
、抜
か
れ
た
木
は
一
本
も
な
い
か
ら
ね
。こ
こ
に
い
る
木
は
み
ん
な
家
族
だ
よ
」
「
そ
ん
な
優
し
い
ご
主
人
の
庭
に
ず
〜
っ
と
い
ら
れ
る
松
さ
ん
に
嫉しっ
と妬
し
て
し
ま
う
よ
。
で
も
〜
、
そ
ん
な
優
し
い
気
持
ち
、
心
っ
て
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
ね
え
」
「
う
ん
。
ち
ょ
っ
と
難
し
く
言
う
と
ね
、
人
が
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
来
て
一
生
の
伴
侶
と
す
る
も
の
は
、
あ
な
が
ち
人
間
同
士
だ
け
で
は
な
く
て
、
山
河
、
住
家
、
そ
れ
に
伴
う
木
や
草
の
た
ぐ
い
ま
で
も
が
そ
う
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
ん
だ
よ
」
「
ふ
〜
ん
。
難
し
い
ね
〜
」
「
そ
れ
に
ね
、
ご
主
人
は
読
書
が
大
好
き
で
、
た
く
さ
ん
本
を
買
っ
て
読
む
ん
だ
け
ど
、
本
は
紙
か
ら
で
き
て
い
る
だ
ろ
。
そ
の
紙
は
木
か
ら
で
き
て
い
る
じ
ゃ
な
い
。
だ
か
ら
、
い
つ
も
木
に
感
謝
し
て
い
る
の
さ
。
読
書
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
の
は
、
木
だ
っ
て
。
…
…
も
っ
と
言
う
と
、
色
ん
な
本
を
読
ん
で
知
識
が
豊
富
だ
か
ら
、身
の
回
り
の
生
き
物
だ
け
で
な
く
、人
間
が
造
っ
た
物
に
も
命
と
い
う
か
、
魂
が
宿
っ
て
い
る
と
い
う
考
え
が
で
き
る
方
な
ん
だ
よ
。
多
様
性
を
許
容
す
る
と
い
う
精
神
だ
ね
。
こ
れ
だ
と
解
る
だ
ろ
」
「
う
ん
う
ん
。
解
る
よ
。
な
る
ほ
ど
ね
。
そ
の
考
え
は
正
し
い
よ
。
人
間
は
気
づ
い
て
い
な
い
よ
う
だ
け
ど
、実
は
、僕
た
ち
は
常
に
人
間
の
営
み
を
観
て
い
る
よ
ね
」
「
観
て
る
、観
て
る
。毎
日
、道
路
を
行
き
交
う
人
間
の
表
情
だ
っ
て
観
て
い
る
よ
」
「
…
…
で
も
な
あ
〜
燃
や
さ
れ
ち
ゃ
う
か
ら
。
燃
や
さ
な
い
で
…
…
せ
め
て
郷
里
へ
返
し
て
く
れ
る
と
い
い
ん
だ
け
ど
な
あ
」
「
郷
里
。
そ
う
だ
よ
ね
。
た
と
え
抜
か
れ
て
も
、
祖
先
の
い
る
森
へ
返
し
て
欲
し
い
よ
ね
。
庭
木
は
み
ん
な
そ
う
思
っ
て
い
る
。
好す
き
好この
ん
で
、
庭
木
に
な
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
し
、
ね
。
最
後
は
郷
里
へ
帰
り
た
い
っ
て
」
「
…
…
も
と
も
と
人
間
だ
っ
て
森
の
中
で
生
き
て
い
た
の
に
ね
」
「
帰
り
た
い
よ
ね
〜
」
「
あ
〜
ぁ
。
そ
れ
も
叶
わ
ぬ
夢
。
ボ
ゥ
ー
っ
と
」
「
う
〜
ん
。
な
ん
と
か
な
ら
な
い
か
な
ぁ
」
「
あ
〜
〜
ぁ
」
「
…
…
オ
ン
コ
君
。
ち
ょ
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
よ
。
ま
だ
あ
き
ら
め
ち
ゃ
あ
、
い
け
な
い
よ
。
僕
た
ち
は
生
き
る
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
の
だ
か
ら
。
さ
っ
き
の
生
命
権
だ
よ
。
生
き
る
ん
だ
よ
。
色
ん
な
人
間
が
い
る
か
ら
…
…
」
「
い
て
も
助
け
て
く
れ
な
い
よ
〜
。
身
勝
手
だ
か
ら
」
「
そ
ん
な
こ
と
な
い
っ
て
！
　
優
し
い
人
が
い
て
、き
っ
と
助
け
て
く
れ
る
っ
て
。
だ
か
ら
さ
ぁ
、
あ
き
ら
め
な
い
で
よ
ー
」
「
あ
り
が
と
う
。
そ
ん
な
希
望
を
抱
か
せ
て
く
れ
て
、
励
ま
し
て
く
れ
る
の
も
松
さ
ん
だ
け
だ
よ
。
で
も
、
も
う
い
い
ん
だ
ぁ
。
僕
は
、
こ
の
塀
を
上
回
っ
て
大
き
く
伸
び
る
こ
と
が
で
き
て
、
松
さ
ん
と
い
う
友
達
と
長
年
、
楽
し
く
生
き
て
こ
ら
れ
た
か
ら
。
そ
れ
だ
け
で
も
十
分
に
幸
せ
だ
っ
た
よ
」
「
だ
め
、
だ
め
だ
よ
！
　
そ
ん
な
弱
気
じ
ゃ
ー
！
」
「
で
も
ね
、
三
日
後
に
は
こ
こ
の
家
を
壊
し
て
、
花
も
庭
木
た
ち
も
全
部
抜
い
て
、
更
地
に
す
る
っ
て
、
息
子
が
土
建
屋
と
話
し
て
い
た
も
の
。
あ
の
息
子
じ
ゃ
あ
…
…
優
し
く
な
い
か
ら
、
助
け
て
く
れ
な
い
よ
。
も
う
、
無
理
だ
よ
〜
」
「
ど
う
し
よ
う
、
ど
う
し
よ
う
。
あ
〜
ぁ
、
な
ん
と
か
し
な
く
ち
ゃ
あ
。
な
ん
と
か
ぁ
…
…
」
―
　
重
機
を
使
っ
て
、
花
も
庭
木
も
掘
り
起
こ
さ
れ
た
。
…
…
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「
そ
こ
の
オ
ン
コ
と
モ
ミ
ジ
、
そ
れ
か
ら
ス
ズ
ラ
ン
と
ミ
ヤ
コ
ワ
ス
レ
の
株
を
も
ら
え
ま
せ
ん
か
ね
。
捨
て
る
の
で
あ
れ
ば
、
う
ち
に
く
れ
ま
せ
ん
か
。
育
て
ま
す
か
ら
」
…
…
「
オ
ン
コ
君
。
お
は
よ
う
。
今
日
も
い
い
天
気
だ
ね
。
チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
が
鳴
い
て
い
る
ね
」
「
松
さ
ん
。
お
は
よ
う
。
鳴
い
て
い
る
、
鳴
い
て
い
る
。
風
も
爽さわ
や
か
だ
ね
〜
、
心
地
い
い
ね
〜
」
「
う
ん
う
ん
、
爽
や
か
、
爽
や
か
〜
、
心
地
い
い
〜
」
 
（
了
）
付
記
。
私
は
自
宅
の
二
階
の
窓
か
ら
隣
の
屋
敷
が
更
地
に
さ
れ
る
作
業
を
ぼ
ん
や
り
と
眺
め
て
い
た
。
樹
齢
五
十
年
に
な
る
栗
の
木
は
わ
ず
か
一
分
で
伐
り
倒
さ
れ
た
。
悪
魔
の
よ
う
な
ユ
ン
ボ
は
、
庭
木
た
ち
を
い
と
も
簡
単
に
掘
り
起
こ
し
て
い
く
。
悪
魔
は
境
界
に
建
て
ら
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
近
く
に
あ
る
オ
ン
コ
へ
と
進
む
。
き
れ
い
な
円
錐
形
に
剪
定
さ
れ
た
オ
ン
コ
。
　
悪
魔
は
そ
の
根
元
に
切
っ
先
を
入
れ
る
。
グ
オ
〜
ン
グ
オ
〜
ン
。
そ
の
と
き
ド
ッ
ド
ッ
っ
と
、
大
き
な
音
と
と
も
に
家
屋
が
揺
れ
た
。
そ
れ
は
ま
る
で
オ
ン
コ
が
抜
か
れ
る
の
を
嫌
が
っ
て
、
す
べ
て
の
毛
根
で
土
に
強
く
、
固
く
噛
み
付
き
、「
抜
か
れ
な
い
ぞ
！
」
と
抗あら
が
っ
て
い
る
叫
び
の
よ
う
に
聞
こ
え
た
。
物
言
わ
ぬ
オ
ン
コ
も
生
き
て
い
る
、
生
き
た
い
の
だ
。
そ
ん
な
こ
と
を
幹
、
枝
葉
を
打
ち
震
わ
せ
て
必
死
の
思
い
で
訴
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
「
な
ん
て
こ
と
を
…
…
」
　
私
の
胸
に
熱
い
も
の
が
こ
み
上
げ
て
き
た
。
　
次
の
瞬
間
、
階
段
を
足
早
に
駆
け
下
り
て
い
た
。
　
庭
木
た
ち
を
な
ん
と
か
救
っ
て
あ
げ
た
い
。
そ
の
生
命
を
い
と
お
し
む
気
持
ち
は
優
し
さ
と
責
任
感
を
か
き
立
て
て
止
ま
な
い
。
「
み
ん
な
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
だ
！
」
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・
平
山
英
三
（
二
〇
〇
一
）「
落
ち
葉
」『
月
刊
　
た
く
さ
ん
の
ふ
し
ぎ
』
通
巻
二
〇
〇
号
、
福
音
館
書
店
。
辺
見
庸
（
二
〇
二
〇
）「
森
と
言
葉
」
和
田
博
文
編
『
森
の
文
学
館
　
緑
の
記
憶
の
物
語
』
ち
く
ま
文
庫
、
五
三
〜
六
三
頁
所
収
。（
一
三
）
北　星　論　集（文） 　第 ₅₉ 巻　第１号（通巻第 ₇₄ 号）
― 47 ―
ま
ど
・
み
ち
お
（
二
〇
一
五
）「
無
限
」『
ど
ん
な
小
さ
な
も
の
で
も
　
み
つ
め
て
い
る
と
　
宇
宙
に
つ
な
が
っ
て
い
る
』
新
潮
社
、
一
〇
〇
〜
一
一
七
頁
所
収
。
ま
ど
・
み
ち
お
（
二
〇
一
七
）「
よ
か
っ
た
な
あ
」、「
コ
オ
ロ
ギ
」、「
ペ
ー
ジ
」、「
木
の
字
た
ち
」（
谷
川
俊
太
郎
編
）『
ま
ど
・
み
ち
お
詩
集
』岩
波
文
庫
、二
七
一
〜
二
七
二
頁
、
一
六
六
〜
一
六
七
頁
、
二
一
二
〜
二
一
三
頁
、
二
四
一
頁
所
収
。
ま
ど
・
み
ち
お
（
二
〇
二
〇
）『
い
わ
ず
に
お
れ
な
い
』
集
英
社
文
庫
、一
五
四
頁
参
照
。
宮
崎
駿（
二
〇
二
〇
）「
森
の
持
つ
根
源
的
な
力
は
人
間
の
心
の
中
に
も
生
き
て
い
る
―『
も
の
の
け
姫
』
の
演
出
を
語
る
」
和
田
博
文
編
『
森
の
文
学
館
　
緑
の
記
憶
の
物
語
』
ち
く
ま
文
庫
、
一
三
七
〜
一
五
五
頁
所
収
。
安
田
喜
憲
（
一
九
九
七
）『
森
を
守
る
文
明
　
支
配
す
る
文
明
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
。
Ｋ
・
Ｓ
・
シ
ュ
ラ
バ
ー
（
松
永
美
穂
訳
）（
二
〇
二
一
）『
気
温
が
１
度
上
が
る
と
、
ど
う
な
る
？
―
気
候
変
動
の
し
く
み
―
』
西
村
書
店
。
シ
ョ
ー
ン
・
タ
ン
（
岸
本
佐
知
子
訳
）（
二
〇
二
〇
）『
内
な
る
街
か
ら
来
た
話
』
河
出
書
房
新
社
。
レ
オ
・
パ
ス
カ
ー
リ
ア
（
み
ら
い
な
な
訳
）（
一
九
九
八
）『
葉
っ
ぱ
の
フ
レ
デ
ィ
│
い
の
ち
の
旅
』
童
話
屋
。
ペ
ー
タ
・
ヴ
ォ
ー
ル
レ
ー
ベ
ン
（
長
谷
川
圭
訳
）（
二
〇
二
一
）『
樹
木
た
ち
の
知
ら
れ
ざ
る
生
活
　
森
林
管
理
官
が
聴
い
た
森
の
声
』
ハ
ヤ
カ
ワ
文
庫
Ｎ
Ｆ
。
ポ
ー
ル
・
ナ
ー
ス（
竹
内
薫
訳
）（
二
〇
二
一
）『W
hat is Life
（
ホ
ワ
ッ
ト
イ
ズ
ラ
イ
フ
）』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
。
環境の寓話　　蟻ンコ／庭木たち
（
一
四
）

